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　The 　present　state 　of　the　educatlon 　of 　women 　is　examined 　here　from　the　viewpoint 　of 　the　guidance
of 　graduation　research 　paper　as　well 　as　the　future　direction　of　food　 nutrition 　malor 　at　the　Iida　Wom −

en もJunior　College，　The　following　six 　new 　trials　have　been　started 　at　the　college 　with 　a　view 　to　supple −

menting 　 the　involution　of　the　graduatien　 research ，（1）Training　of　dieticians　capable 　of　diversely
supporting 　the　old　people　ln　food　practice，（2）Through　experiment 　and 　practical　training　as　well　as　the

deveiopmental　research 　of 　processed 　food　for　the 　purpose 　of　implanting　the 　spirit 　of　study 　in　students

as 　well 　as 　contributing 　to　Iocal　industry．（3｝Carrying　students
’

menus 　in　newspaper 　for　disseminating
food　information．　This　has　continued 　for　two　years ．（4｝An 　associatlon 　has　been　founded　to　consider 　the

reiation 　between 　food　and 　health，　supporting 　the　health　promotion　of 　local　inhabitanし （5）Rearing　of

dieticians　with 　the　license　of　nurses ，　hygienists　and 　so　on ．  Setting　up 　a　course 　for　graduates　and

dieticians　working 　in　the　region 　to　prepare 　for　the　national 　examination 　of 　AdmiIlistrative　Dietitian．
The　course 　has　been　going　on　for　seven 　years，

　　　　　　　 　　　　　　 （Received　October　3，2003；Accepted　in　revised 　form　May 　21，2004）
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　 1．緒　 　言

　少子高齢化が 進行する社会状況下 で ，大学の あり様

が問われて久 しい ．また，学生募集対策 も考慮 した大

学教育 の あ り方 の 研究が続 けられ て い る，受験 生 の高

学歴志向に即応 して 2年制から 4 年制へ 移行 した大学

も多い ．さ ら に，大学院の新設 も続 き，教育機関 の高

学歴化へ の 対応は，急速 に 進ん で い る．また，卒業後

の就職先の受け入 れ状況 （業務内容 ・職種 ・採用条件）

の 変化に対応 して 多様な資格の 取得 ・養成の傾向も
一

段 と強まっ て い る．反面 ，学生 の 学力低下，研究心や

向学心の衰退 も心配 され る ，一方，わ が 国の 女子教育

に 占め る短期大学の役割 と短期大学 へ の地域社会の期

待は，依然として大きい ．こ の よ うな教育お よ び社会

環境 の 中で
， 短期大学におけ る 女子教 育が ど うあ るべ

きか，重 要 な課題 と考える．そ こ で ，筆者 らは，前

報
1）

で 「21 世紀に おける 日本の 食物栄養教育の 在 り

方へ の提言」 に つ い て 報告 した．

　本論は ，飯田女子短期 大学家政 学科食物 栄養専攻

（栄養士養成課程 ）の 食品学研究室 に お け る 33年 間 の

卒業研究の 指導を振 り返 り，地方 の 短期大学が地域社

会との 関 わ りの 中 で 女子学生 へ の 教育 の あ り方 と その

課題，また将来 に 向けて の 試み を検討 した もの で あ る．

（581） 59

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan society of Home Economics

NII-Electronic Library Service

Japan 　sooiety 　of 　Home 　Eoonomios

日本家政 学会誌　Vol．55　 No．7 （2004）

　 2，調 査方法

　飯田女 子短期大学食物栄養専攻にお い て，ユ970年
〜2002 年 の 過去 33 年間 に 学生が履修 した カ リ キ ュ ラ

ム ，単位数，取得資格 ・免許，卒業研究，就職 ・進路

の状況な ど大学に保管 さ れ て い る 下記の   〜  の 資

料
Ul

と 長野県 お よ び 全 国 の 統計資料 （長野県年齢別 人

口 ，女子短大生 の 就職状況 など）を参考に して ，教育

の 現状 を分析 し，そ の課題 と こ れか らの 方向性を地域

社会の 状況 を踏まえ て検討 した ．また，近年の 学生 の

研 究姿勢 を ア ン ケ
ー

ト調査
Sl

に て 把 握 した．  全卒

業研究論文お よび要 旨集，  学籍簿，  学生便 覧，

講義概要，  卒業生 の 進路状況報告書，  学則 ・規

定集，  自己点検白書，  教授会議事録 酒 己布資料，

  短期大学記念誌 ・同窓会記念誌，

　3，調査結果 お よ び考察

　まず，本論 で は ，飯 田女 子短期大学 に おける教育方

針と卒業研究の 位置づ け，卒業研究 の 現状 ，グ ル
ー

プ

研究の必要性 と意義，卒業研究に対する学生の意識調

査，地域社 会の 現状 と その 対応，地域社会の 期待に応

えた新たな試 み の 観点 から論述 し，卒業研究 な どの 研

究活動 を通 じて ，地域社会との繋が りの 中で女子短大

生 の 教育の 在 り方を模索する．

　 1：1） 教育方針 と卒業研 究 の 位置 づ け

　1）　教育方針

　飯 田 女子短期大学 で は，教育基本法 ・
学校教育法に

則 り，仏教精神 に もとつ い て 入生 の 真実 を探求 し，高

度 な教育 と専 門知識 の 修得を通 じて ，社会の 向上 発展

に寄与す る女性の 育成 を目的 として教育活動が行わ れ

て い る ．また，食物栄養専攻で は，建学精神の もと健

康を守る食の 担い 手 と して ，広 い 社会の 要請に応え ら

れ る 「知識 と技術 と心」をもつ 栄養士等の食の 専門家

の 育成を目指 し，社会 の 向上発展に寄与する こ とを目

的 と して い る．

　2）　卒業研 究 の 位置 づ け

　各学生 が 学術研究 を通 じて ，自 ら真理 を探究す る心

を身に つ け ，専門 知識を さ ら に 深め る こ と に ょ り社会

の 向上発展 に 寄与する力 を養 うと共 に，研究活動 を通

じ，指導教員お よび学生 同士 の 間で 人間的な結 びつ き

を
一

層豊かな もの に する こ と を目的 と して ，卒業研究

が設け られ て い る．

　（2 ） 卒業研究 の現状

　 1）　卒業研究制度

　飯田 女子短期 大学 で は，卒業研 究 の 履修 が，創立

（1967 年 ）時 の L2 年 目 は 必修 で あ っ た が ，創立 3

年目以降は，設備，学生 ，教員な どの都合 で 選択制 と

な っ た経緯があ る．また ，食物栄養専攻は ，創立 2 年

目 に，家政学科の専攻分離 に よ・り設置 され た．それゆ

え，食物栄養専攻で は，卒業研究が必修 で あ っ た の は ，

ユ 年 間 の み で あ る．筆者 らが 関わ っ た卒業研究は ，

1970年 （創立 4 年目）か ら現在ま で の 33 年間で ，す

べ て が選択制下の指導で ある，この 卒業研究は，学科 ・

専攻内で 教員側が学生数 を調節 した り，分担学生 を決

め るな どの 操作は行わず，学生が指導を望 む教員を直

接訪ね て指導を依頼す る 形 で ，指導教員 と テ ーマ が 決

・
ま る慣習 に なっ て い る，

　 2） 卒業研 究 の テ
ー

マ と履修者 の 推 移

　 筆者らの 食品学研究室で 卒業研究を履修 した 学生は ，

33年間 に延べ 255名で ある，こ れ ら の 卒業研究 の テ ー

マ は
， 研究設備 ・学 生 の 研究時間 を考慮 しなが ら，可

能 な限 り学生 の 希望 を重視 して決め られ，教員研究 の

一
端 を担 わせ る こ とは しなか っ た．そ の ため に，テ

ー

マ は ，表 1 に示した よ うに多岐にわ たる．こ の 多様な

分野が研究 され た こ とは ，食生活 の 中 で 学生 自身が疑

問 を感 じた こ と，研究 して み た い こ とな ど学生 の 研究

に対する動機や 希望を大切 に し た こ とと，筆者ら の担

当科目が ，食品学，食品加工学，食品衛生 学関連 の 講

義 ・演習 ・実験 ・実習 な ど 10科目
．
ほ ど を受け持 っ て

い る こ とも影響 して い ると思われ る．また，多 くの研

究が数名の グ ル ープ 研究 と して 行 わ れ て きた．こ の 点

に つ い て は ，（3）グル
ープ 研究 の 必 要性 と意義の 項 で

後述する，

　 3）　研究 テ
ー

マ の 変遷

　 食品学研究室で指導 した卒業研究テ ーマ を食品学系，

食品加工 学系，食品衛生学系の 3 つ の 分野 に 大別する

と，図 1の 通 りで ある．学生 の研究 テ
ー

マ 設定は，環

境問題 ，食品衛生問題，食品の 機能性な ど，そ の 折 々

に話題性の ある事柄 に 対 して か な り敏感に 反応 して ，

テ
ー

マ に反映 して い る様子 が伺 える、また，実験 ・実

習 の 授業 で 習 っ た事柄 ・実験手法を応用 ，または発展

さ せ て ，研究 に 結び付け て い る 傾向 が み ら れ る ．特 に ，

食品衛隼学実験 の 授業内容 を参考に して い る ケ
ー

ス が

多く，授業 の 組 み 立 て 方，指導者 の 姿勢 が影響 して い

る と思 わ れ る．しか し，全調査期間 を通す と 3分野 の

テ
ー

マ 数お よび履修者数 は，．ほぼ均衡 が取 れて い る．

　 4＞　卒業研 究 の 履修者 の 推移

　 食物栄養専攻並 び に 食品学研究室 で 指導 した 卒業研

究 の 履修者 の 割合 （履修率 ＝卒業研究履修者／食物 栄
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表 1．食品学研究室 に おける年度別の 卒業研究論文名 とその 履修者数

年度 論 文 名 履 修 者数

1970197119721973

1974

1975

1976

197719

了8

1979

198e

19Bl

1982

1983

198419S5

19861987

1988198919901991199219931994199519961997

ユ998
ユ999200020012002

植物 性 天然色素の 研 究

飯田地 区の 排水 と河川 の 水質の 現状 に つ い て

飯伊地区の 市販豆 腐にお ける栄養的価値とそ の現状 に つ い て

市 販食 品 巾の 亜硫 酸系漂 白料 の便用 状 況 に つ い て

甘 柿，渋柿 の 生育時期に おけ る糖含量 の 推移に つ い て

植 物性 食品の 生育時期に よ る青酸含量の 推移 と市販食品の 青酸含量 に つ い て

冷凍食品の 製造条件に よる保存期 間中の 脂肪 の 化学的 変化に つ い て

食品中 に含 まれ る ソ ル ビ ン酸塩 の 使用 状 況 に つ い て

各種調理条 件 に よる亜 硝 酸塩 含量 の 変化 に つ い て

果 実酒 の 貯蔵中 にお けるア ン トシア ニ ン の化学的変化 とその 防止法

食品の 洗浄方法の 違い に よる 中性洗剤の 残存量に つ い て

イ ン ス タ ン トラ
ー

メ ンの 保存中に お ける 油脂の 変質に つ い て

冷凍食 品の 貯蔵及び解凍時に お ける ビタ ミ ン C 量 の 変化に つ い て

果実の 生 育期聞に お ける糖含量 の 推移 に つ い て

食 器類に含まれ る鉛 ，ホル マ リン の 溶出 状況 につ い て

市 販 食 品に おけ る亜硝 酸 ，ソル ビ ン 酸の 使用 状況 に つ い て

市 販 食 品
．
に おけ る

・・』
般 細 菌 ・大腸 菌 の測 定 に つ い て

トマ トの品種，収穫時期，貯蔵条件に よるビ タ ミン C，糖，酸含量の 差異

中性洗剤の 正 しい 使い 方に つ い て

調理，加工 後の 野菜の 亜 硝酸の 残存量に つ い て

ナ ス の 塩漬けに 及ぼ す種 々 の 条件に つ い て

食品の 冷凍貯蔵中に お ける大腸菌，一般細菌数の 変化に つ い て

天ぷ ら油の 酸化 度 に つ い て

五平 餅 の材 料及 び 形態 に及 ぼす 地域 性 に つ い て

湯通 しに よる漬物 の変 色防 止 に つ い て

漬物の 色調に及ぼ す塩蔵条件に つ い て

ジ ュ
ー

ス の 製造条件及び保 存条件が ビタ ミ ン C 含量 に 及 ぼす影響に つ い て

空 中落下細 菌に 対す る殺菌 灯の 除菌 効 果 に つ い て

空 中落 下細 菌の 調 査

柿の 生育過程中の 糖含量の 推移 と柿の 糖分の 分析方法に つ い て

枝豆の 凍結及び解凍時に おける 成分の 変化に つ い て

漬物に よる分解度の 実験

市販食品の 食塩 含量と食塩 摂取量 に つ い て

種々 の 調理 法にお け る食塩の摂 取量 に つ い て

ポテ トチ ッ プの 保 存条件の 違 い にお ける 油脂の 酸化に つ い て

市販惣 菜の細菌汚 染の 現状

集団給食な どに よる 天ぷ ら油 〔フ ライ油）の 酸化の 実態につ い て

蔬菜の ビ タ ミン C 含量と湯通 し （熱処理｝条件 との 関連性 につ い て

お茶お よび木の 葉の ビ タ ミン C 含量 に つ い て

市販食品 の 食 塩 含量 につ い て

滝物 製造 中 （塩漬 ）にお け る ビタ ミン C の破壤 に つ い て

中性洗 剤 の 除 菌 効果 に つ い て

干 し柿の カ ビ の 発生 要因 に 関する基礎研究

市販 食品中 の ソ ル ビ ン酸 （防腐剤）含量に つ い て

湯煮及 び油炒め 処理に よる 食品中の 亜硝酸含量の 変化 に つ い て

食品 中 にお ける 亜硫 酸系漂白料 の 残 存量 に つ い て

果実 の 糖 組成 に つ い て

冷凍 カボチ ャ の 製造 時 にお け るブ ラ ンチ ン グ及 〔ド解凍 条 件が ビ タ ミン C 含量 に お よぼす 影響

果実の糖組成 とイン ベ ル タ
ーゼ 活性に つ い て

ドラ イフ
ーズの 亜硫酸系漂白剤の 残存量に 及ぼす 貯蔵お よび 乾燥条件の 影響

江戸 時代 に おけ る果実の 利用性に つ い て

カキ果の 成熟
・
貯蔵に 伴 う糖 およ び酸組成含量 の 変化

果実 の イ ン ベ ル ターゼ 活性に つ い て ：溶媒と反応時間 の 影響

洗浄法に よ る除菌効果

果実の イン ベ ル タ
ー

ゼ 活性に つ い て

キ ュ ウ リの カ ラ シ漬けの 呈味に 及ぼ す要因に つ い て

柿ジ ャ ム の製造時にお ける渋味の戻 りに つ い て

柿葉 （柿 茶 ）の ビ タミン C 及 び糖 組成 の分 析 に つ い て

ガ ス ク ロ マ トグ ラフ ィ
ー

によ る柿 ワ イ ン ・柿 ビ ネ ガ
ー

の製造 中 にお け る不揮 発 の糖お よび有機 酸 組成 の変 化 に つ い て

カキ イ ン ベ ル タ
ー

ゼ活性 に及 ぼす鉄 イオ ン の影響 に つ い て

加熱処理方法の 違 い が 食品の 糖含量お よ び糖組成にお よ ぼ す影響 に つ い て

果実の 食物繊維含量 とその 分析法の 問題点に つ い て

果実酒の 糖組成 に及ぼ す材料お よび製造条件に つ い て

果実酒 の 熟成 に 伴 うグル コ シ ドの 生成 に つ い て

近 年 5年間の新聞紙上 か ら見 た魚の旬 とその使わ れ方 に つ い て

カキ タ ン ニ ン の鉄 イオ ン にお よぼ す影響 とそ の 分析 法 に つ い て

発 酵乳 ケ フ ィア 〔ヨ
ー

グ ル トキ ノ コ｝の 製 造法お よび 薬理 に関 する研 究

柿の 葉の ビタ ミ ン C 分析上 の 問題 点
テ ン プ ラ 油の 酸化 とその 酸化に お よぼす柿葉の 影響に つ い て

花の 蜜の 糖組成 の 違 い に つ い て

食 品 中の 糖 とア ル コ
ー

ル の含 量 に つ い て

フ ラ イ油 の酸化 に及 ぼす果 実 の抗 酸化作 用

発 酵 お よび焼 き条件が パ ン の 品質に ワ える影響

栄 養士 を志す 女子 短大生 の 味 覚調 査

610223321324344335131242233232253523564333324454252L32454422123423713

ツ

3720340D3

　

1

合計 74 テ
ー

マ 255人

年間平均 2．2 テ
ー

マ 7．7 人
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養専攻 の 卒業者数 × 100）は ，表 2 の 通 りで あ る ，こ

の 履修率 は，食物栄養専 攻全体で ，平均 29，1％ ，最

高 79，5％ ，最低 0％ で あ る．また ，食品学研 究室で は ，

平均 16，3％，最高 54．5％，最低 0％ で ある，い ずれ も，

年度に よ り大 きく異 な る．こ れ は，毎年 の よう に大 き

く変化す る 学生 の 気質，価値観，能力，杜会状況 な ど

が研究意欲 に影響 して い る もの と推察 さ れ た．

　5）　研究体制

　食品学研究室 で は，表 1 に示 した 74 テ
ー

マ で，255

名の学生が卒業研究を履修 して きた．一
年度あた りの

指導は ，2．2 テ ーマ で ，7．7 人 に な る ，こ の よ う に 1

テ
ー

マ あた り 3．5 人 で の 共 同研究が行われ て きた，個

人研究 は ，5 テ
ー

マ （5 人 ）で，全体の 約 6．8％ （2％）

に 過 ぎない ，

　（3） グル ー
プ研究 の 必要性 と意義

　1）　 グル
ープ研究の 必要性

　 i）学生 の 立場

　学生 は，後述の 2）カ リ キ ュ ラ ム の 現状，3）複数

免許資格 の 取得の項に 記 した ように実験 ・実習が多 く，

研究テーマ 数 履 修者 数

図 1．分野別研究 テ
ー

マ 数 と履修者数

また複数の免許 ・資格の 取得 を目指す ため に授業時 間

が 極め て 長 い ，現在で は 1 コ マ 90分授 業 で ，1 日 5
コ マ 編成 の 時間割が組まれ て お り，研究時間を圧迫 し

て い る状況で ある．また，2 年次の 夏休み に は，学外

実習が組まれ て お り，そ の 準備の た め ，前期は 精神的，

時間的 に厳 しい 学生生活 を送 っ て い るようで あ る．こ

の ような状況下 で 短 い 研究時間 を有効 に活用 し，か つ ，

学生 の 研究心が満足の行 く状況まで研究を高め る た め

に，グ ル ープ研究に よ り個々 の負担を軽減する意義は

大 きい と思 わ れ る．また，能力 も多様な学生が グ ル
ー

プ研究を通 じて ，学生 同士 の 人間的な結び つ きを 層

豊かなもの にする メ リ ッ トは，極め て 大きく，短大生

活 で 最大 の 収穫 で あ ろ う と考える ．

　 il）指導者 の 立 場

　前述 したように，筆者らは，年間 10科目，週 8〜10

コ マ の授業を担当し，また ，学内外 の 会議 や地域社 会

との 関 わ りも多い ．さらに，教員 の 個人研究 と異なる

多様な研究課題 を指導す る こ とは，学生 の 理 解度の 問

題 もあ り，指導に かな り時間 を要する ．グ ループ研究

は，1研究当た りの 指導時間 を多く設け る観点か ら教

員サ イ ドか ら見て も大きな意義がある ．

　 iii＞グ ループ研究の問題点

　学 生 個 々 が ，研究 の すべ て を一
人 で 成 し遂げ る 満足

感，研究 の 壁 を乗 り越 える努力を体験 させ られな い ．

また，研究遂行 に あた り学生 間の 貢献度に大きな開き

が で き，摩擦の原因に なる ，グ ループ内の 人間関係の

トラ ブ ル で 研究が進まな くな る こ と もある．

　2）　 カ リ キ ュ ラ ム の 現状

　食物栄養専攻の 学生は，2 年間に表 3 に示 し た よ う

表 2．食物栄養専攻 （A ）並 び に食品学研究室関連 （B）の 卒業研究の履修者の 割合

卒業年度
割合 （％ ）

卒業年度
割合 （％ ）

卒業年度
割合 （％ ）

卒業年度

割合 （％ ）

A 　　 B A　 　 B A 　　 B A 　 　 B

19701971197219731974197519761977197828．2　 15，4

45．2　 35．5

28．3　 0
26．⊥　 21．7

34．4　 9．4

37．O　　l6．7
31．5　 20．4

41．9　 25．6

3．8　　1．9

19791980198119821983198419851986198739．2　　23．5

58．3　　35，4

70，8　 41，7

79．5　　54．5

69．6　　39，1

25．5　 7．8

38．3　　18．5

48．9　　19．l

l8．O　 lO．0

19881989199019911992199319941995199623．Ol5

．131

．025

．08

，923

．223

．613

．218

．9

19．75

．712

．13

，35

，412

．523

．613
．218

．9

ユ997199819992000200120028．5　 3．4

0　 　 0

23．7　　18．4

12．5　 06
．8　 05

．8　 5．8

平均　　 29．1　 16．3

A ，B の 値 は ，該当年度 の 卒業者 に対 す る 比 率 （履 修者／卒 業 者 × 100） で あ る，な お，食 物 栄 養専攻

の 全卒業生 数 （1970〜2002 年 の 33年 間 ｝ は ，1，626名 で ，年 平均 49，3 名 で あ る ．

62 〔584）
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表 3．食物栄養専攻学生 の 単位習得数と免許取得状 況

修得単位数 取得免許 の 割合 ％

年度
最高　最 低　平均　　栄 養士 免許　フ ードス ペ シ ャ リス ト　訪 問介護員 2 級

1993　　　　82　　　65　　　　77
1994　　　　92　　　67　　　　85

1995　　　　90　　　76　　　　84

1996　　　　88　　　69　　　　85

1997　　　　92　　　71　　　　85

1998　　　　88　　　64　　　　84

1999　　　　103　　　71　　　　98

2000　　　106　　　75　　　101

2001　　　 105　　　67　　　　96

2002　　　　107　　　64　　　　97

96．487
．392

．594

．394

．988

．294

．796

，984

，190

．4

86．896

．970

，569

．2

87．563

．655

．8

平均　　95．3　 68．9　 89，2 92 80．9 69

に ，平均 89 単位を履修 し て 卒業 して い る が ，実験 ・

実習 ・演習の 科目が 多い ため ，実際の単位数に比べ 授

業時間が 長 く時間割に は あまり余裕がな い ．さらに，

各科 目か ら与えられる レ ポ
ー

トなどの提出物が多 く，

学生 の負担が大きい と思われ る．

　3）　複数の 免許 ・資格取得

　さらに，食物 栄養専 攻で は表 3 に示 した ように ，

1999年度以降は，地域社会 ・在学生 ・受験生 の 要望，

お よ び学生 募集 ・就職対策な どの 観点か ら栄養士免許

に加えて ，訪問介護員 （ホ ーム ヘ ル パ ー
）2級資格，

フ
ー

ドス ペ シ ャ リス ト資格が取得で きる よ うに なっ た．

さ らに ，2002年か ら介護保険実務士 の資格 も取得で

きる ように な っ た，わ れ わ れ も，こ れ らの 資格の 取得

を勧 め てお り， 多くの 学生 が 2 つ 〜4 つ の 免許 ・資格

を取得 して卒業 して い く現況 に あ る．

　（4） 卒業研究に対する学生 の意識調査

　近年は ，前述 した よ うに卒業研究 の 履修者 の 減少が

著 しく，学生 の 研究心 や探究心 の 衰退が心配さ れ ，こ

れが短期大学の 教育全体に与える影響が心配されて い

る．そ こ で，2003年 1 月 に食物栄養専攻の 1年，2年

生 を対 象に 「卒業研究 に 関す る 意識調査」を行 っ た．

そ の 結果か ら次 の 傾向が見 られた、

　 1） 学生 の 研究心

　意識 調査結果は ，表 4，図 2 に示した．まず，表 4

の 結果 よ り， ユ年生 は
， 約半数が卒業研究に興味を持 っ

て い る．しか し，履修 した い と考えて い る学生 は，10

％程度 と かな り少ない ，また，実際に卒業研究を行 っ

た 2年生 は，数パ ー
セ ン トに過ぎない 状況である．こ

表 4．卒業研究の 履修に関する ア ン ケー ト調査結果

　　　（調査 日 2003年 1 月）

割合 （％ ）

理 　由 1 年生 　 2 年 生

（n ＝53）　　（n ＝47）

卒業研究 に 興味が あ る　　　　　　　 50．9

卒業研究を履修 した い （してい る＞　　 IL33 ．8

調査人数は 1年生 53名，2年生 47名で あ る．

の 調査 結果か ら次の 2 点が明 らか に な っ た．  1年

生 と 2 年生 とで は ，卒業研究 に対す る関心 の 持ち方に

違い が ある，  卒業研 究 に関心 を持 つ 学生 と，実際

に研究 を行 う学生 とは，かな りの差が あ る ．こ れ ら の

こ とが どの ように して 生 じる の か，次に考えてみ る．

　 i＞学年に よ る卒業研究へ の 関心 の 違 い

　 1 年 生 の 学年末に 抱 い て い る卒業研究へ の 関心は ，

2年生 の は じめ に ほぼ崩れ る ．こ の現象は ，毎年の よ

うに繰 り返 され る ．こ の 理 由 と して は ，2 年生前期の

ス ケ ジュ
ー

ル が，かな り多忙な こ と に あ りそうで ある ．

こ の 多忙 さは，  時間割が過密   レ ポートが 多い ，

  学外実習に向けて の準備 と そ の 精神的 なス トレ ス ，

  ア ル バ イ トなど に原 因があ りそ うで あ る．

　 ii）卒業研 究 に 対する 関心 と その 履修率 との 差

　 こ の ギ ャ ッ プ は，前述 の とお りかな り大 きい ，図 2

よ り学生 は，「身の 回 りの 現象 に 関心が高 い 」，また，

「分からない こ とを知 りた い ，調 べ た い 」，「分か らな

い こ とを知る こ と が楽 しい 」など，科学をす る 心，研

究心の源 とも言 える事物事象に対す る関心 ・興味はか
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図 2．研究心 ・探究心に 関わ る ア ン ケ
ー

ト調査結果 （調査 日 2003年 1 月）採点に よる信頼区

　　　間推定法 ：95％

回答尺度 は，次 の 基 準 で 行 っ た，5 ：積極的 な意 思 表示，4 ：や や積 極 的 な恵思 表示 ，3 ：どち ら と も言

え な い 中 間 的 な意思 表示 ，2 ：や や消極的 な意思 表示，1 ：消極的な意思表示．区 間推定値 は ，次式 に

よ り算 出 した．評 点 平 均 値 ＋ 分 散IVff× t 分 布表値 （0．05，　 n
− 1＞≧ m ≧ 評 点平均値

一
分散！布 × t 分布表

値 （0，05，n
− 1＞．2年 n ＝47．1 年 n ＝53．

な り強 い と思え る ．また，知 らない こ と を調べ る楽 し

さも知 っ て い る ．しか し，新 し い ア イデ ィ ア の発想や ，

複雑 な研究デ
ータ の 処理，結果 の 読み取 り，考察 ま

とめ作業などは，やや苦手 な ようで ある。こ の ように

学生 の研究に対す る苦手意識 と前述 した 日常の 多忙 さ

が ，実際 に研 究活動に 入 る た め の障害に な っ て い る も

の と思 わ れ る．一
方 ，こ の 学生 が 苦手とする部分が ，

逆 に卒業研究 を行 う上 で ，また ，研究 を指導する上 で

大切 な部分で ある．学生 の研究に対する興味や 関心 を

失わ せ る こ とな く，苦手なまとめ作業を遂行させ，新

たな研究心を育める ように指導す る こ とが大切 で あ る

と思 わ れ る．

　2） 卒業研究を履修で きな い 理 由

　学生が卒業研究 を履修 しな い 理 由は ，図 3 に示した

よ うに授業 ，資格試験 の た め の 勉強お よ び就職活動が

忙 しく，研究する余裕が ない との 回答が最多で ，全体

の 半 数以上 （1 年 生 ：65．3％ ，2 年生 ：52，8％） を占

め，研究 が 嫌 い （1年生 ：615％，2年生 ：9．ユ％ ），ア

ル バ イ トが忙 しい （1 年生 ：2．9％，2 年生 ：5．0％ ）

を大 きく上回 っ て い る，また ， 卒業研究が難 しそう ・

能力 が ない （1 年 生 ：18．1％ ，2 年生 ：13．2％ ）の 回

答 も多い ．こ れ は，先輩 の 卒論発表会に参加して，研

究 レ ベ ル の 高さ と 日常の 学内生活 と の 格差 に 自信を 失

い ，尻込み して い るようで ある．また，共同研究す る

友達が い ない な どの 回答も。わずか で あるが見 られる．

こ の 2 つ の 回答者は，指導者側の研究に対する導入
・

助言指導が適切であれ ば 研究体制 に入れそうな学生 と

思われ る．

　 また，多 くの学生が授業，資格試験の ため の勉強お

よ び就職活動が忙 し く，研究する余裕が ない と回答 し

て い る点に関 して は ，「カ リキ ュ ラ ム の 簡素化 」，「レ

ポート提出に関する教員間で の 調整」，「卒業研究の 魅

力作 り」， 「就職 の 指導と助言 ・援護」 な どの 対 策が今

まで 以上 に 必要 と思 わ れる．

　3） 指導強化 と負担 の 軽 減

　各科 目などを通 じて の 日常の教育努力 と学生 の 研究

心 の高揚 とは，かな らず しも両立 して い ない ．各科目

の 開講時期 や 教育 内容 の 重複 を避 け，効率的 な教育を

進め る こ と，また，教育内容 の 重複を調整 し，過剰な

レポ
ー

ト等の提出，レ ポ
ー

トの 提 出時期 の 調整 など関

係教員の コ ン セ ン サ ス が必要で，食物栄養専攻会 で ，

幾度か話 し合わ れ た経緯が ある ．しか し，実現は かな

り難 しい ．各教員の指導方針，教育方法の 調整 と理解

な くして卒業研 究 の 復活や研究心 の 高揚 は ，
．
あ りえな
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授 粟 が忙しく余裕が ない

資 格鹹験 の受験勉 強で余裕 がない

就職 活動が 忙しい

ア ル バ イトが 忙しい

学 生会 や クラブ活動が 忙しい

卒梁研究 は、興味 がない

研 究が嫌い

難 しそう・能力 がない

共同研 究をす る友還がい ない

その他

団 2年 生

国 1年生

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （％）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0 5 10 15 20 25 30

図 3．卒業研究を履修で きな い 理由 （複数回答　調査日 2003年 1 月　調査学生 ：2 年＝47，1年＝53）

表 5 ．長野県の 人口移動調査に よる年齢別割合 （2003年 3 月 31 日現在）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位 ：96）

地 　区　 0〜14歳　 15〜64 歳 　 65 歳以 上 地 　区　 Or ユ4 歳 　 15〜64 歳 　 65歳以 上

国

県

】

野

本

田

谷

田

訪

坂

諸

那

根

野

町

山

野

尻

曲

　

野

市

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ケ

全

長

【

長

松

上

岡

飯

諏

須

小

伊

駒

中

大

飯

茅

塩

千

14，214

．7

017915818472111455435445555445541111111111111111

67．062

．6

180559600208645354430433223085536666666666665666

18，822

．7

91354759253G354390124011221579921222222222222112

佐　久

1郡】

南 佐久

北 佐久

小　県

諏　訪

上 伊那

下伊那

木　曽

東筑摩

南安曇

北 安曇

更　級

埴　科

上高井

下 高井

上水内

下 水内

16，1

656253477382227444434423448443121111111111

　

　

11111

62．1

808580877606691572011660317238855666655666466555

21．9

666377966112282

ユ

73453905144327022222223222422233

い と思 わ れ る ．

　（5） 短期大学が 立地する地域社会の 現状

　飯田 女子短期大学が 立地する飯田
・
下伊那地域は，

表 54 〕
に示 し た よ うに極 め て 高齢化率 が 高 い 地 域 で あ

る ．また ，長野県 118市町村中 65 歳 以 上 の 高齢者人

口が 30％ を超える地域は ，表 6 ‘ ）

に示 した 41町村あ

り，全市町村の 34．7％ を占め全国平均を大 きく上回 っ

て い る．そ れ ゆ え高齢者 の 健康 の 維持 ・増進 の た め の
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表 6．長野県内に お い て 65歳以 上 の 人口割合が 30％を超す地域 （2003年 3月）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位 ：％ ）

　　　　　 65歳以上
市 町 村名
　　　　 の 人口 割合

　 　 　 　 　65歳 以 上
市町村名
　　　　 の 人 口 割合

　　　　　 65歳以 上
市町村名
　　　　 の 人 口 割合

　　　　　65歳以上
市町村名
　　　　 の 人 口 割合

天 龍村

大 鹿 村

大 岡村

南 信濃村
．

売木村

栄村

中条村

鬼無里 村

上 村

根羽 村

小 川 村

46．145

．444

．143

．342

．241

．440

．740

．440

．340

．239

，7

北 相木村

泰阜村

長谷村

阿南町

信州新町

平谷村

南相木村

清内路村

麻績村

三岳村

生 坂 村

38．738

．438

．237

．237

．237

．136

．735
．935

．635

．635

．2

戸 隠村

開田 村

高遠町

和 田村

南木曽町

奈川 村

浪合村

上松町

四 賀村

坂井村

大桑村

35．034
．434

．234

．033

．932

，432

，432
．232
，031

．831

．6

坂北 村

本城村

木祖村

美麻 村

八 坂村

小 谷 村

小海町

青木村

31．631
．431

，13

工．131

．130

，730

．530

．0

表 7，長野県 の 社会福祉 施設 数　（2003年 4 月 1 日現在）

施　設　分　類 施設数 施　設 　分 　類 施 設 数

保護施設　　　　　　　　　 7

老人福祉施設　　　　　　 768

身体障害者更正援護施設　　 36

知的障害者援護施設　　　　104

婦人保護施設　　　　　　　 1

児童福祉施設 　　　　　　　893

母 子福祉施 設　　　　　　　　 2

精神障害者社会復帰施設 　　 34

そ の 他 の 社会福祉施設 　　　 669

合
■7
巨 2，514

食生活 の 介助 ・援助，指導，お よびそ の ための 食品 の

研究 ・開発と提供が重要な意味を持つ 土地柄で ある ，

　 さらに，長野県内 に は ，高齢者 の 生活 を支援 する施

設が表 75 ；

の よ うに多い ．また，学生が卒業後，こ れ

らの 施設 に栄養士 と して 勤務す る こ とも多 く見受け ら

れ る．さ らに ，長野県内に は，食品関連の 企 業が多 く，

果実加工 ，漬け物，製菓，味噌，醤油，豆腐 ，凍豆腐，

畜 肉加 工 ，酒造，ビ ン 缶詰加 工 ，乳加 工 な ど重要な地

場産業に なっ て い る．こ れらの 企 業で は，人 の健康を

意識 し た食品開発 も行わ れ て お り，短期大学 と の 関 わ

りも大 きい ．こ の よ うな地域社会の 状況下 で ，栄養士

等の 食の 専門家 を養成す る施設 は，長野県内 に 3 施設

と少 な く， 否応 な し に 本学 に 対す る 地域社会 の 期待は

大 きい もの があ る．

　  　地域社会の 期待に応えた新た な試 み

　地域社会 の 期待 に 応え て ，人 々 の 健康 の 維持 ・増進

に向 けて ， 的確 な対処ができる食 の 専 門家 の 育成，ま

た ，食品関連企業 へ の 支援，学生 の 研究心 の 向上，卒

業 生 の ア フ ターケ ア な ど を 目的 に ，下記 の よ うな取 り

組 み を行 っ て い る，

　 1）　 カ リ キ ュ ラ ム の 充実

　 i）医学，保健学，介護福祉学な どの強化

　食物栄養専攻で は，学内の看護学科 （看護i師養成），

専攻科地 域看護学専 攻 （保健 師養成），専攻科助産学

専攻 （助 産師養成），家政学科生活福 祉専攻 と専攻科

福祉専攻 （介護福祉 士養成），家政学科家政専攻 （養

護教諭養成）と連携 して ，生活習慣病対策等に対応で

き，か つ ，高齢者の 食事介助 ・援助が行える栄養士等

の 育成 を 目指 して 訪問介護員 や 介護保険実務士 の 資格

が取得 で きる よ う に カ リキ ュ ラ ム を充実 させ た．

　さら に ，豊 かで ，楽 しい 食生活 を コ
ー

デ ィ ネ
ー

トし，

また，消費者に 正 しい 食情報を提供 で きるように フ ー

ドス ペ シ ャ リス トの 資格 も併せ て取得で きる ように し

た ，

　 li）科 目を通 じて研究心 の 育成 と地場産業へ の 支援

　前述 した ように卒業研究の履修者が激減する状況 下

で ，学生 の 研究心 を育 み，か つ ，地場産業 （飯 田 ・下

伊那地域 は
， 日本有数 の 干 し柿 と半生菓子 の 産地 で あ
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る ，また ，果樹の 生 産 ・加工 が 盛ん な土地 で もある）

に貢 献で きる 人材 を育成する た め に食品栄養学関連 の

実験 ・実習 の 中で ，表 8 よ うな授 業 を展 開 して い る．

こ れ らの取 り組み と教員研究など に対 して文部科学省

の 「地方高等教育機関の活性化に関す る助成」制度で

1992年 と 2000年の 2 回助成を受け て い る．

　特に，食品学実習 にお ける 「市田柿 の 加工 ・脱渋中

に おけ る タ ン ニ ン ，糖，ビ タ ミ ン C，イ ン ベ ル ターゼ

酵素活性などの 変化」に関する研究授業，食品加工 学

実習 で は，学 生 の 企画 に よ る 「加 工 品の 開発実習」や

食品加工 学実習を発展 させ た 食品開発実習で の 「高齢

者の ため の加工 品の 開発」の授業に対 して は，学生お

よ び 地域社会か ら高 い 関心が 寄せ ら れ て い る ．

　2） 地域社 会へ の 食情報 の 提供

　地域社会 に向け て の 食情報の 提供 は，教員サ イ ドで

は ，日常的に講演活動，テ レ ビ ・ラ ジ オ ・新聞等の マ

ス コ ミ，種々 の 団体が 発行する冊子な どを通 じて 多様

か つ 活発な活動が行わ れ て い る．こ れ らの 「青報提供を

学生 に体験させ るため に ，学生 の作 っ た 「私の
一

品料

理 」 の 献 立 を 中 日新 聞地 方版 に 週 1 回， 2 年 間

（2001〜2002年）に わ た り連 載した ，こ の 企画 は ，筆

者 らの 食品学研究室 を窓 口 に，食物 栄養専攻の 全教員

の 協力 を得て 実施 した もの で あ る．学生 ・教員 の 関心

も高く，食物栄養学の総合学習 と して ，また，研究心

を育む観点か らも大きな意味が あ っ た．

　3）　「食 と健康を考える 会」の 発足

　地域社会へ の貢献 学生 の指導などの観点か ら食物

栄養学，医学 ・看護学，介護福祉学関連 の 壁を越えた

学際的な研 究や専門家 の 育成 の 必要性 を考え，学内 に

教員組織 として 「食 と健 康を考える会 ：事務局は食品

学研究室」の研究会を 2 年前に発足 させ た ．会員は，

食物栄養学 の 関係者 3名，看護学 ・医学 ・薬学 の 関係

者 6 名，保健養護学 の 関係者 2 名，介護福祉学 の 関係

者 1名 の 計 12名で ，研究活動 を行 っ て い る ，また，

得られた研究成果は，随時，学生お よ び地域社会に還

元 して い る，

　4＞ 看護 師 ・保健師などの 免許 を持つ 栄養士 の養成

　急激 に高齢化が進行す る地域社会の 人 々 の健康の 保

持 ・増進を よ り確実なもの にする た め，医学 ・看護学 ・

地域保健学 ・助産学などの 医学知識を持 っ た栄養士，

あ る い は食品栄養学の 知識が しっ か りした看護師 ・保

健師 ・助産師を養成する こ とが大切 と考えて い る ．過

去に は ，病院で看護師，準看護師を し な が ら本学 で ，

栄養士免許を取得 した卒業生が数名 い る．

　新た に，飯田女子短期大学で は ，栄養士免許 を取得

した後，本学 の 看護学科 に 再入学 し，看護師，保健師，

助 産師の 免許 を取得 し，幅広 い 知識 と技術 で ，地域社

会の 期待に 応 えられる食の専門家の育成を試み て い る，

こ の試み を援護す る ため，筆者ら の草案で 学則 （28

条）に基づ く，細則 と して 「飯田女子短期大学再入学 ・

転科 ・転入学 に関す る規定 （1999年 2 月 1 日施行 ）」

を新た に作 り，入学金免除などの規定を織 り込み ，志

す学生の支援 を開始 した，こ の 制度を使 っ て 2003年

度 ，2004年度 に各 1名が看護学科 に 再入学 した．近

い 将来，栄養士兼看護師 ・保健師 ・助産師の 複数免許

を取得 した食の専門家が地域社会で活躍する 日も近 い ．

そ の た め に土 台に な る食物栄養学 の 知識 を しっ か り身

に付 けて 欲 しい し，また，学究的で あ っ て 欲 しい と願 っ

て い る，

　 5） 卒業生 へ の ア フ ター
ケ ア

　卒業生お よ び 地域社会で 働 く多くの 栄養士 に向け て，

管理栄養士 の 国家試験対策講座 を 7年前 から開講 して

い る ．受験対策以外に，食物栄養学の最新情報の提供

の 場に もなっ て い る ．参加者は，毎年 30〜40 名で ，

本学 の 卒業生 と他の 大学 ・短大の 卒業生が，約半 々 位

の構成 で ，長野県内全域 と隣接県か ら参集 して くる．

こ の講座 の 参加者の 合格率が高い こ と が
，

わ れ わ れ の

励み に もな っ て い る．

　4．要　　約

　少子高齢化，高学歴志向お よ び資格社会が急速に 進

行する状況下 で ，地方の 短期大学 に おけ る女子教育が

どうあるべ きか、33 年間，255名の 卒論研究の 指導を

振 り返 り，また，地域社会との 関わ りを大切 に する 中

で ，新 しい 教 育の 方向性 を模索 した．

　（1） 飯田女子短大食品学研究室に おける卒業研究の

現状 は ，次 の   〜  の 通 りで あ る．  履修は 選択性 ，

  大部分が 数名の 共同研 究．  研究 テ
ーマ は

， 学 生

の 希望を尊重 し，教員研究の
一端を担 わ せ る こ とは し

な い ．  指導教 員 は 講師以上．  履修率は，食物栄

養専攻全 体で は，平均 29，1％ ，食品学研究室で は，

平均 16，3％ ．い ずれ も，ユ982年頃 が 最高 で ，近年は

極 め て 少 な い ．  研 究方法 は ， 実験 ・実 習 の 授業で

学ん だ手法 を応用する こ とが 多い ．

　  　卒業研究 の 履修者 の 減少 は，2 年生前期 の 多忙

な学生生活 （  時 間割が過密，  レ ポ
ー

トが多い ，

  学 外実 習 に 向け て の 準備 とそ の 精神的な ス トレ ス ，

  ア ル バ イ トな どが原因），学生 の 価 値 SU　・気 質 の 変
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表 8，飯田女子短期大学食物栄養専攻実験 ・実習計画表 （平成 14年度〜15年度）

平 成 14年度 　食 品加工 学実習 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　平 成 14年度 　食 品学実 習

回数 内 容 回 数 内 容

1234567890

⊥

2345

　

　

　

　

　

　

　

　

　

1
　

1
　
1
　

1
　
1
　
1

授 業の 進め方 と官 能検 査 お よび嗜好調 査法 の心 得

イチ ゴ ジャ ム の 製造 と官能検査

　 　 　 　 　 〃

ゼ リ
ー

化お よびゲ ル 化 に 関す る実験 と実験 デ
ータ処 埋法

小 麦粉 の 性 質に 関す る実験 と実験 結果 の まとめ方 と考察

　 　 　 　 　 1”

うどんお よびパ ン の 製 造法 の 研 究

パ ン の 製造法の 研究

発 酵食 品 と酵素に 関す る実験 （澱粉の 糖化とア ル コ
ー

ル 発 醐

　 　 　 　 　 ウ

豆腐 ・豆 乳の 製造法 と加工 原理の研究

納 豆の 製造法 の 研 究

白桃の シ ロ ッ プ漬の製造法の 研究

トマ トの 加工 品の 製造 法 の研 究

123456789012345　

　

　

　

　

　

　

　

　

111111

ビ タ ミ ン C の 安 定性 に 関す る 研究

リ ン ゴ ジャ ム の 製 造 に 関す る研 究

イ ンス タ ン トカ レーの 製造法に 関す る 研究

　 　 　 　 　 ケ

柿の 加工 に伴 う成分変化の 研 究

　 　 　 　 　 〃

　　　　　〃
　 　 　 　 　 tl

　 　 　 　 　 tt

虹 マ ス の 加工 に 関す る研究

蜜柑 の シ 白 ッ プ漬 の 製造 法 に 関す る研 究
．
魚の 加工 品の 研究開発

　　　　　〃
　 　 　 　 　 〃

総 ま とめ の 発表会

平 成 14年度　食品 衛生 学実験 平 成 14年度 　食品学
・食品衛生 学実験

回数 内 容 回数 内 容

1234567SgO1234　

　

　

　

　

　

　

　

11111

亜硫 酸系 漂 白料の 検 出

食器の 洗浄試験 と水質の 検査 （DQ ；溶存酸素量）

中性 洗剤 の 残 存量 に 関す る実験

合成 着色 料の 検出実験

　 　 　 　 　 ウ

細菌 検査 （
一．
般 細菌

・
大腸菌

・ブ ドウ球 菌
・
腸 炎ビ ブ リ オ ・

真 菌｝

　 　 　 　 　 ケ

　 　 　 　 　 〃

青酸お よび青酸配糖体の 検出

　 　 　 　 　 y！

油 の 酸化 に 関 する 実験 （酸価
・
過 酸化物価

・TBA 値｝

　 　 　 　 　 〃

亜硝 酸系発 色剤 の 検 出

有害性金属の 検出

12345678901234　

　

　

　

　

　

　

　

1
　

1
　
1
　

ー
　
ユ

．
実験 の 心得 と準備

糖質・水分の 分析法

タ ン パ ク質 の 分析 法

脂 質
・
有機 酸の 分 析法

ビ タ ミ ン C の 分 析法

灰分
・
食塩

・食物繊 維の 分析法

ポ リフ ェノ
ー

ル の 分析法

天然色 素の 分析法

食品添加物の 合成 着色料 ・漂白料の 分析法

食 品添加物 の 発色 斉1」り分 析法

油脂 の 酸化 度の 確 認

細菌検査 （
一
般細菌）

細菌検 査 （大腸菌 群
・ブ ドウ球 菌

・
サル モ ネ ラ ・

腸炎 ビ ブ リオ〕

自然毒 （青酸配糖体），水質検査 （ア ン モ ニ ア ・DO ・有害金属〉

平成 工5年 度　食品 開発実 習 平成 15年度 　食品学
・食品衛生学 実験

回数 目的 ・内容 回 数 目 的 ・内容

1　 食品開発 の 方 向性 と目的 〔授 業 の 進 め方 ）

2　 高齢 者 の た め の ス パ イス を使 っ た加 工 品の 開発

3　 　　 　　　 　 〃

4　 工 場 見学 （東信 地区＞

5　 高齢者の ため の 果実の 加工 品の 開発

6　　　　　　　 〃

7　 　 　 　　 　 　 〃

8　 　　 　　　 　 tt

9　 高齢 者 の た め の 魚
・
肉の 加 工 品 の 開発

10　　　　　　　 〃

1．1　　　　　　　
’t

l2　 　　 　　　 　 ””
13　 高 齢者 の た め の 穀類 の 加工 品の 開発

14　 　　 　　　 　 〃

15．
．
　　　　　 〃

12345678901234　

　

　

　

　

　

　

　

1
　
1
　
1
　

1
　
1

実験 の 心得 と準備 〔そ の 1｝

実験の 心得 と準備 （そ の 2＞

糖質の 分析

脂質の 分析

ビ タ ミ ン C の 分 析

ポ リフ ェ ノ ールの 分析

食 品添加物の 合成 着色料 の 分析

食 品添加物 の 発色 斉1」・漂 白料 の 分析

油脂 の 酸化状 態め確 認

青酸配糖体の 分析

中性 洗剤の 分析

細菌検査 （
．一一
般細菌）

細菌検 査 （大腸菌 群）

細菌検 査 （簡易試験 法 ｝

68 （590）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan society of Home Economics

NII-Electronic Library Service

Japan 　sooiety 　of 　Home 　Eoonomios

飯 田 女子短期大学食物栄養専攻 にお け る卒業研究論文 の 指導か ら見 た女子教 育の 現状 と試 み

化 （免許 ・資格の 取得 とア ル バ イ ト を優先 し
， 地味な

研 究 を敬 遠す る），社会状況 （経済 ・就職）な どが影

響 して い る．

　（3） 短大 で の 卒業研究 は
， 短 い 研究時間を有効に 活

用 し，か つ ，研 究 レ ベ ル を高め る ため に グ ル ープ研究

を行う意義が大きい ，

　   　学生 の 研究時間を確保するため に は，教員間の

協調が大切で ，各科 目間の 開講時期や教育内容の 重複

を調整 し，効率的な教育 を行 う，また
，

レ ポー
ト等の

提 出の 回数 ・内容 ・提出時期の 調整 も必要 と考え る．

　（5） 短大生は，研究心の 源とも言 える事物事象に 対

す る関心 は か な り強 い ．しか し，新 しい 発想や複雑な

研究デ ータ の 処理，結果 ・考察な どの まとめ作業がや

や苦手で あ る ，短大生 に は
，

ま とめ 方の 指導が大切で

あ る，

　（6） 卒業研究が低迷 する中で ，学生 の 研究心を育む

た め に は ，実験 ・実習の 科目内で 研 究的な授業の 企 画

が必要で ある．

　の 飯田女子短大 が立地す る 地域社会は，高齢化率

が高 く， 高齢者の健康の維持 ・
増進 の ため の 食生活の

支援 と，そ の ため の 食品の 研 究 ・開発が重要な意味 を

持つ ．また ，食品企業 が 多 く，重要な地場産業で ある．

こ の地域社会へ の 貢献は，地元 の短期大学と して大切

な使命で ，人的，知的 な支援 を考え た 教育 と研究が重

要 で あ る ．

　（8） 飯田女子短大で は，地域社会 の 期待に応え て，

人 の健康 の 維持 ・増進 に向けて，的確 な対処が で きる

食の専門家 の 育成，また，食品関連企 業へ の 支援，学

生 の 研究心 の 向上 な どを目的 に，次 の   〜  の 新た

な取 り組み を行 っ て い る．  高齢者の食事介助 ・援

助 と生 活習慣病対策が行え，か つ ，豊か で ，楽 しい 食

生活をコ
ー

デ ィ ネート し，ま た
， 消費者に 正 しい 食情

報 を提供で きる栄養士等 の 育成 （訪問介護員，介護保

険実務士，フ
ー

ドス ペ シ ャ リ ス ト資格 の 取得 と そ の 関

連科 目の 充実）．  学生 の研究心 を育み ，かつ ，地場

産業に貢献で きる 人材を育成する ため に実験 ・実習 の

中で ，地場産業に 関連 した 加工 品の 開発や成分研究 な

どを取 り入 れ た授業 を展開して い る ．こ れ らに対 して

文部科学省 の 「地方高等教育機関 の 活性化に 関す る 助

成」制度 で 2 回助成 を受け た ．  地域社会 に向けて

の 食情報の 提供は，教員サイ ドで は日常的に種々 の 方

法 で行 っ て い る が，こ れ を学生 に体験させ る た め に ，

学生 の 作 っ た 「私の
一

品料理」の 献立 を中 日新聞地方

版に週 1 回，2 年間に わた り連載 した．こ の 企 画は，

食物栄養学の 総合学習 と して ，また，研究心を育む観

点か らも大きな意味 があ っ た．  栄養学 ，医学 ・看

護学，介護福祉学関連の壁を越えた学際的 な研究や専

門家 の 育成が必要 と考え ， 学内に教員組織と して 「食

と健康を考え る会」 の 研究会 を 2年前に発足させ た．

研究成果は ，随時，学生 お よ び地 域社会 に 還元 して い

る，  人 の 健康の 保持 ・
増 進を よ り確実な もの にす

るため に看護師 ・保健師などの 免許 を持つ 栄養士 の 育

成 を開始 し た．こ の 試み を援護する た め に学則 に 基 づ

く，細則 「再入学 ・転科 ・転入学 に関する規定 （1999

年 2 月 1 日施行）」 を新た に作 り，入学金の 免 除な ど

の規定を設 けて 志す学生 を支援 して い る，その ため に

土台に なる食物栄養学の 知識を しっ か り身に付け，学

究的で あ っ て欲 しい と願 っ て い る，  卒業生 並び に

地域社会で働 く栄養士 の レベ ル ア ッ プ を目的に ，管理

栄養士国家試験対策講座 を開講 して い る．
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